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９
月
30
日
、
秋
田
県
秋
田
市
こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
、
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
、
村
婦
人
消
防
協
力
隊
が
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
大
会
に
は
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
47
隊
が
出
場
し
、
村
協
力
隊
は
練
習

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

村
婦
人
消
防
協
力
隊
の
選
手

た
ち
が
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
の
会
場
に
入
っ
た
の
は
前
日

の
９
月
29
日
。
あ
い
に
く
の
雨

の
中
、
悪
条
件
を
想
定
し
て
の

リ
ハ
ー
サ
ル
と
な
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
、
大
会
当
日
。
村

協
力
隊
の
出
場
順
が
２
番
目
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
選
手
一
同

は
早
朝
か
ら
競
技
に
備
え
た
。

　

大
会
開
始
の
午
前
９
時
。
雨

が
落
ち
始
め
、
入
場
行
進
は
取

り
止
め
に
な
り
、
選
手
が
一
同

に
整
列
し
開
会
式
を
迎
え
た
。

　
競
技
は
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
。

２
番
目
に
出
場
す
る
村
協
力
隊

の
選
手
は
、
開
会
式
の
裏
方
で

指揮者
浅水利香子さん

１番員
小笠原景子さん

最初は不安な気持ちが強
かった。仲間意識も強くな
り、本番ではチームワーク
良く、練習以上の力が出せ
たと思う。達成感があふれ、
お世話になった皆さんへ感
謝の気持ちでいっぱいです。

全
国
女
性
操
法
大
会

　
24
年
ぶ
り
本
村
出
場

初めての１番員だったが練
習通りできて良かった。全
国大会の偉大さを実感した。
本番では楽しんで競技がで
き、充実感をすごく感じて
います。自分もチームもや
りきってほっとしています。

力強く敬礼をする操作員

岩手県代表として全国女性消防操法大会に出場した選手たち

2

全国女性消防操法大会出場選手
番　手 氏　　名 協力隊
指揮者 浅水利香子 ４
１番員 小笠原景子 ４
２番員 歌岡友理子 １
３番員 下條道芙美 ４
４番員 古 舘 有 紗 １

補　欠
柾切澤るみ子 １
関 口 啓 子 ２
橋本万寿子 ２
日野澤雅子 ２

全国女性操法大会

笑顔でリハーサルに臨む選手たち
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本
番
に
備
え
、
心
と
体
の
準
備

に
徹
し
た
。

　

午
前
10
時
７
分
、
村
協
力
隊

の
競
技
が
始
ま
っ
た
。
指
揮
者

は
浅
水
利
香
子
さ
ん
、
１
番
員

小
笠
原
景
子
さ
ん
、
２
番
員
歌

岡
友
理
子
さ
ん
、
３
番
員
下
條

道
芙
美
さ
ん
、
４
番
員
古
舘
有

紗
さ
ん
。
選
手
４
人
が
心
を
一

つ
に
競
技
に
臨
む
。
指
揮
者
浅

水
さ
ん
の「
集
ま
れ
」の
合
図
で
、

１
番
員
か
ら
４
番
員
が
停
止
線

に
集
合
。
浅
水
さ
ん
の
号
令
の

下
、
軽
可
搬
を
使
用
し
、
３
本

の
ホ
ー
ス
を
手
で
広
げ
て
つ
な

ぎ
合
わ
せ
、
約
60
㍍
先
に
あ
る

標
的
に
向
け
て
放
水
す
る
。

　

浅
水
さ
ん
の
大
き
く
力
強
い

号
令
を
合
図
に
、
選
手
４
人
が

意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
競
技

を
展
開
。
選
手
た
ち
は
集
中
力

を
高
め
、
手
の
先
か
ら
足
の
先

ま
で
神
経
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
互

い
に
呼
吸
を
合
わ
せ
な
が
ら
１

本
の
操
法
を
つ
く
り
上
げ
た
。

　

計
測
タ
イ
ム
は
61
・
69
秒
。

点
数
は
65
点
を
獲
得
し
、
敢
闘

賞
を
受
賞
し
た
。

　

競
技
後
の
選
手
た
ち
は
、
極

度
の
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
、

感
極
ま
っ
て
涙
ぐ
む
選
手
た
ち

が
続
出
。
支
え
て
き
た
同
志
や

応
援
に
駆
け
付
け
た
人
た
ち
か

ら
、
温
か
い
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

が
か
け
ら
れ
、
達
成
感
に
包
ま

れ
た
選
手
た
ち
を
囲
む
、
歓
喜

の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
。

　

大
会
は
、
降
雨
や
雷
の
影
響

で
中
断
を
挟
ん
だ
が
、
47
隊
の

競
技
が
無
事
終
了
。
村
内
か
ら

約
60
人
を
含
む
、
岩
手
県
か
ら

１
０
０
人
以
上
の
応
援
団
の
熱

い
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
全
国

の
舞
台
で
堂
々
た
る
競
技
を
演

じ
た
。

　

選
手
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め

に
４
カ
月
も
前
か
ら
練
習
を
開

始
。
第
１
、２
、４
協
力
隊
か
ら

３
人
ず
つ
、
計
９
人
を
選
出
。

二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
員
の
指

導
を
受
け
、
家
族
や
周
囲
の
支

え
の
お
陰
も
あ
り
、
晴
れ
の
全

国
舞
台
で
練
習
の
成
果
を
堂
々

と
発
揮
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
平
成
５
年
以
来
、

２
回
目
と
な
る
全
国
大
会
出
場
。

こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
け
が

や
挫
折
、
伸
び
悩
ん
だ
時
期
も

あ
っ
た
。し
か
し
、家
族
や
職
場
、

地
域
の
温
か
な
支
援
の
お
陰
で
、

大
会
で
成
功
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
競
技
を
終
え
た
選
手
か
ら
は
、

「
あ
り
が
と
う
。
助
け
て
く
れ
て

良
か
っ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

２番員
歌岡友理子さん

３番員
下條道芙美さん

４番員
古舘有紗さん

操法は未経験だったが、基
礎から教わり、分署員や周
囲の人にお世話になった。
操作員の気持ちを一つにで
き、いつも以上の力が発揮
できたと思う。皆さんへ感
謝の気持ちでいっぱいです。

初めての操法で、選手とし
て参加できてうれしかった。
周りはみんな先輩で消防だ
けでなく社会人としても手
本となり勉強になった。消
防が大好きなので、操法や
ラッパ隊を続けていきたい。

練習を始めて３週間後にけ
がをして、体調を管理する
のに精一杯だった。けがの
ため苦労したが、周囲に助
けられた。周りに支えられ
ぜいたくな時間を過ごすこ
とができ楽しかったです。

大役を終え、感極まる選手たち

～村協力隊24年ぶり出場～

日野澤雅子さん 関口啓子さん

橋本万寿子さん 柾切澤るみ子さん
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②
九
戸
村
伊
保
内
18-

44-

２

【
公
売
物
件
位
置
図
】

③
九
戸
村
小
倉
５-

40-

１

公売物件

公売物件

　

村
で
は
、
財
政
基
盤
で
あ
る

税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、
収

納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
差
し
押
さ
え
た
財
産
の

公
売
を
二
戸
地
区
合
同
に
て
行

い
ま
す
。 ≲

公
売
日
程
≳ 

①
公
売
日

　
11
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

②
公
売
場
所

　
二
戸
地
区
合
同
庁
舎

　
２
階
Ａ
Ｂ
会
議
室

③
公
売
方
法

　
入
札

④
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⃝

開
場

　
午
前
9
時
40
分

⃝

入
札
方
法
説
明

　
午
前
9
時
50
分
～

⃝

入
札

　
午
前
10
時
～
午
前
10
時
10
分

⃝

開
札

　
午
前
10
時
11
分
～

【九戸村公売物件】　
所　在 地目 地籍（㎡） 見積価額

① 伊保内 10-45 山林 1,250 50,000 円
② 伊保内 18-44-2 山林 15,909 190,000 円

③ 小倉 5-40-1 山林 2,721
82,000 円小倉 5-40-16 公衆用道路 58

【二戸市公売物件】　
所　在 地目 地籍（㎡） 見積価額

① 石切所字穴切 11 田 1,038 260,000 円
② 石切所字穴切13-2 田 406 100,000 円
③ 福田字孫助 15 畑 1,820 120,000 円

④ 大村 18 畑 249
4,430,000円
《保証金
450,000 円》

※
完
納
な
ど
に
よ
っ
て
公
売
の

一
部
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
当
日
必
要
な
物 

　
買
受
代
金
（
現
金
）、公
売
保

証
金
、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）、代
理
の
場
合
は
委
任
状
、

本
人
確
認
資
料
、
農
地
購
入
時

は
農
地
買
受
適
格
者
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
２
３
３
）

二
戸
地
区
合
同
公
売
会
（
不
動
産
）

小選挙区（岩手県第２区）
候 補 者 氏 名 得　票　数
畑　　 こ う じ 1,337  票
すずき　俊一 1,627  票
得 票 総 数 2,964  票

比例代表（東北選挙区）
政党等の名称 得　票　数
公 明 党 247  票
日本維新の会 36  票
日本のこころ 18  票
社 会 民 主 党 39  票
日 本 共 産 党 372  票
幸 福 実 現 党 15  票
自 由 民 主 党 1,058  票
希 望 の 党 756  票
立 憲 民 主 党 343  票
得 票 総 数 2,884  票

衆議院議員総選挙
九戸村開票区の開票結果

（平成 29 年 10 月 22 日執行）

※掲載の順序は届出順。本村の投票率は小選挙
区が 58.81%、比例代表が 58.79％となりました。
小選挙区の投票率では、前回平成 26 年の衆院
選を 4.16 ポイント上回りました。
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

【
各
種
相
談
窓
口
】

■
児
童
家
庭
相
談
窓
口
…
役
場

住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
・
村

保
健
セ
ン
タ
ー
・
村
教
育
委
員

会
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
０
２
）

■
高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口
…
役

場
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
０
１
）

■
振
興
局
相
談
窓
口
…
県
北
広

域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
二

戸
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー（
☎

23
‐
９
２
０
２
）

■
児
童
相
談
所
…
県
福
祉
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９
）

　
児
童
虐
待
相
談
は
年
々
増
加
し
、
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ

る
重
大
な
事
件
も
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
問

題
は
、
親
や
家
族
だ
け
の
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
と
家
族
を
見
守
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

■
虐
待
が
与
え
る

子
ど
も
の
心
へ
の
影
響

　

自
分
を
大
切
に
思
え
ず
、
心

に
受
け
た
傷
に
一
生
苦
し
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
に

は
耐
え
難
い
苦
痛
や
な
す
す
べ

の
な
い
無
力
感
を
味
わ
う
こ
と

だ
と
言
え
ま
す
。

　

親
や
養
育
者
か
ら
、
お
前
は

だ
め
だ
、
い
ら
な
い
子
だ
と
言

わ
れ
続
け
た
子
に
は
自
身
の
存

在
を
肯
定
で
き
な
く
な
り
、
非

常
に
低
い
自
己
評
価
が
特
徴
的

に
表
れ
ま
す
。

　

自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る

人
や
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、

自
殺
を
思
い
詰
め
て
し
ま
う
場

合
も
あ
り
、
社
会
に
出
て
か
ら

人
間
関
係
を
う
ま
く
つ
く
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
虐
待
と
し
つ
け
の
違
い

　

虐
待
と
し
つ
け
の
間
に
は
う

ま
く
線
引
き
で
き
な
い
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
存
在
し
ま
す
が
、
専

門
家
の
見
解
で
は
、「
し
つ
け
」

と
は
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
社

■
児
童
虐
待
相
談
の
現
状

　

児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
相

談
は
全
国
的
に
毎
年
増
加
の

一
途
で
、
平
成
27
年
度
の

■
11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
16
年

度
か
ら
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
11

月
を
、「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社

会
的
関
心
を
高
め
る
た
め
、
児

童
虐
待
防
止
に
向
け
、
集
中
的

に
広
報
・
啓
発
の
取
り
組
み
を

全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
虐
待
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
や
家
庭
は
通
告
を

・
体
に
殴
ら
れ
た
よ
う
な
あ
ざ

や
切
り
傷
を
つ
け
た
子
ど
も
が

い
る
。

・
汚
れ
た
衣
服
を
着
て
、
食
事

を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な

子
ど
も
が
い
る
。

・
小
さ
い
子
ど
も
だ
け
を
残
し

て
両
親
が
い
つ
も
外
出
し
、
食

事
や
世
話
を
十
分
に
し
て
い
な

い
。

・
子
ど
も
の
前
で
、
夫
婦
げ
ん

か
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

あ
な
た
の
通
告
が
親
子
を
救
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

10
万
３
２
８
６
件
か
ら
平
成
28

年
度
に
は
12
万
２
５
７
８
件（
速

報
値
）
と
、19
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
岩
手
県
に
お
い
て

も
、
平
成
27
年
度
の
５
８
９

件
か
ら
、
平
成
28
年
度
に
は

９
４
２
件
（
速
報
値
）
と
60
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
身
に

付
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ

と
で
す
。
過
剰
な
教
育
や
厳
し

い
し
つ
け
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

の
心
や
体
の
発
達
が
阻
害
さ
れ

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
虐
待
と
捉

え
ら
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
ポ
ス
タ
ー
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歳
入

村
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

43
億
８
４
０
３
万
円
の
使
い
道

　
平
成
28
年
度
の
村
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
村
議
会
定
例
会
で
審

査・認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、１
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
負

担
し
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
村
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の

か
。
村
の
「
家
計
簿
」
と
も
い
え
る
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交
付
税
が
50
％
占
め
る

歳入  43億8,403万円

◎一般会計歳出決算額の推移
（　　）内は対前年度比

決
算
の
用
語

地
方
交
付
税
▽
全
国
の
市
町
村
の

サ
ー
ビ
ス
が
一
定
水
準
に
な
る
よ

う
に
、
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金
▽
事
業
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
の
よ
う
に
、
使
い

道
を
特
定
し
て
国
や
県
か
ら
支
出

さ
れ
る
お
金

村
債
▽
村
が
計
画
的
に
国
な
ど
か

ら
借
り
る
お
金

繰
入
金
▽
積
立
金
か
ら
取
り
崩
し

た
お
金

諸
収
入
▽
預
金
利
子
や
雑
収
入
な
ど

公
債
費
▽
村
債
の
元
金
・
利
子
の

返
済
に
充
て
る
お
金

目
的
別
経
費
▽
歳
出
を
そ
の
行
政

目
的
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。

総
務
費
、
民
生
費
、
農
林
水
産
業

費
な
ど

性
質
別
経
費
▽
歳
出
を
経
済
的
性

質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。
人

件
費
、
物
件
費
、
扶
助
費
な
ど

その他
1億5,321万円

（3.4％）

地方消費税交付金　9,677万円（2.2％）
  地方譲与税　4,798万円（1.1％）
    自動車取得税交付金　587万円（0.1％）
       地方特例交付金　81万円（0.0％）
        配当割交付金　60万円（0.0％）
         交通安全対策特別交付金　60万円（0.0％）
            株式等譲渡所得割交付金　34万円（0.0％）
               利子割交付金　24万円（0.0％）　

歳入

村税
4億8,845万円

（11.1％）

その他
4億2,243万円

（9.7％）

地方交付税
21億7,614万円

（49.7％）

国庫支出金
3億6,823万円

（8.4％）

村債
4億8,280万円

（11.0％）

県支出金
2億9,277万円

（6.7％）

依
存

財
源 79.2％

自主財源20.8％
繰越金　2億4,796万円（5.7％）
  諸収入　8,815万円（2.0％）
    使用料及び手数料　6,296万円（1.4％）
      分担金及び負担金　1,222万円（0.3％）
        財産収入　510万円（0.1％）
          繰入金　  306万円（0.1％） 
            寄付金　298万円（0.1％）

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

平成28年度
決算報告

26

23

24

25

0 10 20 30 40 50

41億9,788万円（1.3％）

億円

年度

27

38億1,584万円（△9.1％）

41億6,065万円（2.9％）

41億1,333万円（△1.1％）28

40億4,391万円（6.0％）

41億4,230万円（△8.0％）

　

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
43
億
８
４
０
３
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
２
６
５
８
万
円
（
０
・

６
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

項
目
別
で
は
、
地
方
交
付
税
が

21
億
７
６
１
４
万
円
。
前
年
度
よ

り
２・５
％
減
と
な
り
歳
入
全
体
の

49
・
７
％
を
占
め
、
自
主
財
源
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
村
税
の

４
億
８
８
４
５
万
円
と
な
り
、

２
３
１
３
万
円（
５
％
）
の
増
。
３

番
目
が
村
債
の
４
億
８
２
８
０
万

円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・

３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
や
諸
収
入
な
ど
村
が
独

自
に
確
保
し
た
自
主
財
源
は

９
億
１
０
８
８
万
円
で
、
歳
入
全

体
の
20
・
８
％
、
前
年
度
よ
り
９
・

３
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
や
補
助

金
、
村
債
な
ど
依
存
財
源
は

34
億
７
３
１
５
万
円
で
歳
入
全

体
の
79
・
２
％
と
な
り
、
村
民

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

57
万
７
５
１
１
円
で
、
昨
年
よ
り

７
９
６
９
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

※
平
成
29
年
３
月
末
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
人
口
６
０
１
４
人
で

計
算
し
て
い
ま
す
。
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歳
出

人件費
5億2,663万円

（12.8％）

普通建設事業費
6億5,445万円

（15.9％）

災害復旧事業費
1億3,380万円

（3.3％）

繰出金
4億5,655万円

（11.1％）

補助費
4億9,584万円

（12.0％）

維持補修費　    678万円（0.2％）
投資・出資・貸付金 200万円（0.1％）

扶助費
4億2,081万円

（10.2％）

公債費
3億8,866万円

（9.4％）

物件費
7億2,308万円

（17.6％）

積立金
3億473万円
（7.4％）

　（19.2％）投 資 的 経 費 

　　　　　
　

　
　

　
　

　　　　　　その他
の

経
費（

48

.4％）   義務的経費（
32.4％

）

歳出

③

⑦

前
年
度
比
１
％
減

特別会計の決算状況
会 計 名 歳　入 歳　出 差 引 額

国民健康保険 8億736万円 8億736万円 0万円
後期高齢者医療 5,494万円 5,494万円 0万円
農業集落排水事業 3,289万円 3,181万円 108万円
下水道事業 1億3,614万円 1億2,690万円 924万円
索 道 事 業 1,738万円 1,737万円 1万円
戸田財産区 1,684万円 1,438万円 246万円
伊保内財産区 507万円 485万円 22万円
江刺家財産区 716万円 617万円 99万円
合　　計 10億7,778万円 10億6,378万円 1,400万円

水道事業会計の決算状況
１　収益的収入支出（経営成績）
●収入　1億3,182万円　●支出　1億2,332万円　●総利益　850万円

２　資本的収入支出（施設整備費および企業債償還金）
●収入　877万円　　　●支出　6,809万円
※収入不足の5,932万円については、過年度分損益勘定留保資金2,891万
円と当年度分損益勘定留保資金2,877万円および消費税資本的収支調
整額164万円で補てんしました。

歳出    41億1,333万円
　

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
金
）

の
総
額
は
41
億
１
３
３
３
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
４
７
３
２
万

円
（
１・
１
％
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
村
民
一
人
当
た
り
で
、

68
万
３
９
５
９
円
が
使
わ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
物
件
費
が

７
億
２
３
０
８
万
円
で
歳
出
全
体

の
17
・
６
％
を
占
め
、
前
年
度
よ

り
３・６
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
物
件
費
は
、
村
が
業
務
を

遂
行
す
る
際
に
支
出
す
る
消
費
的

経
費
で
す
が
、
緊
急
雇
用
対
策
な

ど
の
賃
金
、
需
用
費
、
備
品
購
入

費
、
委
託
料
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し

た
。
最
近
は
特
に
、
シ
ス
テ
ム
機

器
の
導
入
に
伴
い
、
維
持
管
理
に

係
る
委
託
料
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
、
防
災
行
政
無

線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
工
事
や
、
道

路
改
良
工
事
な
ど
の
普
通
建
設
事

業
費
が
６
億
５
４
４
５
万
円
で
、

前
年
度
比
５・２
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　
義
務
的
経
費（
人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
）
の
割
合
は
歳
出
全
体
の

32
・
４
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・

１
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平成28年度の主な事業（一般会計）

総
務
費

定期バス路線運行維持対策事業 1,846万円
コロポックルランド遊具整備事業 653万円
地域コミュニティ活動助成金事業 390万円
情報セキュリティ強化対策事業 3,543万円
参議院議員通常選挙 980万円
財政調整基金 3億461万円

民
生
費

あったか生活支援事業 4,288万円
国民健康保険特別会計繰出金 9,639万円
障害福祉サービス給付事業 1億3,021万円
重度心身障害者医療費助成 1,177万円
介護予防事業 986万円
低所得者高齢者給付金 3,198万円
児童手当給付事業（延べ 6,843人） 7,770万円
保育園運営費（人件費除く） 1億535万円
福祉対策補助金 1,142万円

農
林
水
産
業
費

東日本大震災農業生産対策交付金事業 7,729万円
担い手確保・経営強化支援事業（繰越） 2,406万円
ブロイラー価格安定対策事業 9,162万円
放牧場管理事業 2,738万円
多面的機能直接支払交付金 3,069万円
青年就農給付金事業 3,003万円
中山間直接支払事業 911万円
地域農業マスタープラン 1,075万円
橋りょう長寿命化修繕工事 1,609万円

商
工
費
プレミアム商品券発行事業補助金 750万円
地方創生活性化交付金事業（繰越） 5,836万円

土
木
費

除雪事業費 3,268万円
道路新設改良事業 1億4,774万円
村営住宅整備事業 5,304万円

消
防
費

常備消防費（二戸広域負担金など） 1億7,919万円
非常備消防費（団員報酬、訓練費など） 2,664万円
防災行政無線システム整備工事 1億1,254万円

教
育
費

スクールバス運行事業 2,266万円
住みたくなる地域づくり活動支援事業 918万円
希望郷いわて国体軟式野球競技開催 1,211万円
学校給食施設運営費（材料費など） 9,549万円
体育施設整備費 1,357万円
教育用ＩＣＴ機器整備事業 447万円
スキー場トイレ改修 211万円
給食センター施設整備工事 1,276万円

災
害
復
旧
費

公共土木施設災害復旧費 9,101万円
農地農業用施設災害復旧費 3,852万円

公
債
費
長期債元金償還金 3億5,491万円
長期債利子償還金 3,376万円
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

楽器演奏に乗せて交通安全を呼び掛けました

交通死亡事故抑止３年達成を喜ぶ、交通安全関係者の皆さん

を受けながら、そば打ち体験をする谷藤江里香さん・蒼生君親子

焼いた肉厚シイタケが
無料提供されました

抽選で野菜の詰め放題が
当たった買い物客

新そばまつり＆収穫感謝祭
実りの秋に広がる笑顔
　新そばまつり＆オドデ館友の会収穫感謝祭が10月14日と
15日、道の駅おりつめオドデ館で開かれました。今年の新そ
ばを楽しみにしていた人たちが集まり、九戸村の秋を堪能し
ていました。オドデ館前にはテントを設置し、鶏もも肉の鉄
板焼きや餅せんべいなどが販売され、人気を集めていました。
焼きシイタケや牛乳も振る舞われ、中でもつきたての餅の振
る舞いには長蛇の列ができていました。来場者は雑煮やあん
こで味付けされた餅をおいしそうに味わい、実りの秋に舌鼓
を打っていました。友達と来たという松田ヱミさん（79＝山屋）
は「新そばがおいしかった。友達とおしゃべりもできてうれ
しい」と笑顔を広げていました。

交通安全パレード
楽器で啓発  交通事故抑止
　９月22日、交通安全パレードが伊保内商店街の国道340
号線で行われました。伊保内小学校の４～６年生児童53人に
よる鼓笛隊を先頭に、村交通安全協会や村交通安全母の会の
会員などが横断幕やプラカードを手に持ち、交通事故抑止を
啓発していました。パレードは９月21日～30日にかけて実
施された、秋の全国交通安全運動に合わせて行われたもので、
21日には村内５つの小学校前で児童たちに黄色い羽根が配布
され、車に気を付けるように呼び掛けられていました。

村に県警から称賛状
交通死亡事故ゼロ３年達成
　村では10月９日をもって、交通死亡事故ゼロ３年を達成し
ました。12日には役場村長室で村交通安全関係者が集まる中、
称賛状の伝達式が行われました。二戸警察署の中屋敷修二署
長から五枚橋久夫村長へ称賛状が贈られ、これまでの努力が
たたえられました。五枚橋村長は「飲酒運転を防ぎ、事故防
止の思いを一層新たにして、これからもまい進したい」と気
持ちを引き締めていました。
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村生活改善グループ連絡研究会の指導

つきたての餅の振る舞いに
行列ができていました

小学校のスクールバス購入費用として
阿部繁孝から 500 万円寄付
　株式会社阿部繁孝商店から村へ寄付金が贈呈され、10月３
日に二戸パークホテルで寄付贈呈式が行われました。同社で
は創業110周年を記念して、本村を含め二戸市、田子町、五
戸町の４市町村へ寄付金を贈呈。阿部繁之代表取締役から五
枚橋久夫村長へ目録が贈られました。小学校通学用のスクー
ルバス購入費用として、本村に500万円の寄付をいただきま
した。阿部さんは「日頃、お世話になっている市町村へお礼
の気持ち。製品も作り手も100％地場産を継続し、地域と共
に成長していきたい」と決意を新たにしていました。

防犯栄誉銅章の受賞を喜ぶ髙﨑信さん

防犯活動に 34年間尽力
髙﨑信さ

ん防犯栄誉銅章
　長興寺防犯隊の副隊長を務める髙﨑信
さん（73＝長興寺上）が、長年の防犯活
動の功績がたたえられ、（公財）全国防犯
協会連合会会長表彰として防犯栄誉銅章
を受賞しました。表彰は９月29日に北
上市文化交流センターさくらホールで開
かれた、安全安心まちづくり県民大会の
席上で行われました。
　髙﨑さんは長興寺防犯隊が昭和58年
に結成された当初から、34年もの長きに
わたり、防犯思想の普及啓発に尽力。村
交通指導隊長としても安全で安心な暮ら
しのため、防犯パトロールを継続してい
ることもたたえられ受賞となりました。

阿部繁孝商店の阿部繁之代表（前列左）から
寄付金を贈呈された五枚橋久夫村長（前列右から３番目）

瀬月内川流域収穫祭
実りの秋がにぎわい創出
　瀬月内川流域収穫祭が10月15日、旧宇堂口小学校体育館
で開かれました。今年で４回目を迎えた収穫祭には村内外か
ら多くの人が集まり、実りの秋を満喫しました。先着100人
には新米２㌕がプレゼントされることもあり、開始３時間前
から並ぶ人が出るほど、人気を集めていました。ステージでは、
瀬月内神楽保存会が神楽を披露。三宝荒神や権現舞、注

し

連
め

切
り舞や盆舞などが軽やかに演舞され、祭りを盛り上げていま
した。会場では、地元で取れた新米や野菜、きのこなどが多
数販売。格安で販売された焼き鳥や焼きそば、豚汁などには
長い行列ができ、品切れになるほど人気を博していました。

特価で販売された田楽餅や田楽豆腐に、長い行列ができていました
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お
寺
寄
席
（
川
向
部
落
会
主

催
）
は
９
月
24
日
、
円
通
寺
で

開
か
れ
、
約
70
人
が
集
ま
り
落

語
を
楽
し
み
ま
し
た
。
古
今
亭

今
い
ち
さ
ん
と
桂
小
文
治
さ
ん

が
、
軽
妙
な
口
調
で
落
語
を
披

露
。
台
本
も
な
し
に
、
面
白
お

か
し
く
語
ら
れ
る
話
術
に
来
場

者
は
引
き
込
ま
れ
、
会
場
が
笑

い
声
で
充
満
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
入
口
で
は
焙ば
い

煎せ
ん

さ
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
も
特
価
で
販
売
さ
れ
、

人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

軽
妙
話
術
に
笑
い
充
満

　

平
成
29
年
秋
季
優
良

交
通
団
体
・
交
通
功
労

者
・
優
良
運
転
者
表
彰

式
が
10
月
13
日
、
二
戸

地
区
合
同
庁
舎
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

交
通
安
全
関
係
の
４
団

体
か
ら
57
人
２
団
体
へ

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
村
か
ら
は
村
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会

母の会に優良交通団体表彰が
、
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰
の
優
良

交
通
団
体
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
安
藤
サ
チ
子
会
長
と
事

務
局
長
の
桂
川
祥
子
さ
ん
が
出

席
し
、
表
彰
状
と
盾
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

村
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
10
月
15
日
、
村
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
爽
や

か
な
秋
晴
れ
の
下
、
県
内
外
か

ら
愛
好
家
１
４
２
人
が
集
ま
り
、

競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
交
流
を
育
み
な
が

ら
ホ
ー
ル
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
本
村
の
上
位
受

賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
男
子
の
部　
③
村
上
俊
彦

■
女
子
の
部　
②
三
澤
由
紀
子

③
村
上
美
矢
子

交
流
育
み
競
技
楽
し
む親

睦
を
深
め
な
が
ら

プ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
落
語
に

拍
手
を
送
る
来
場
者

　

河
村
敏
弘
さ
ん
（
57
＝
江
刺

家
下
）
が
村
教
育
委
員
会
の
委

員
に
再
任
さ
れ
、
10
月
16
日
に

役
場
村
長
室
で
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
五
枚
橋
久
夫

村
長
か
ら
河
村
さ
ん
へ
辞
令
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
33
年
10
月
13
日
ま
で
の
４

年
間
と
な
り
ま
す
。
同
委
員
は

４
人
で
構
成
さ
れ
、
学
校
教
育

や
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
や
文

化
財
、
体
育
な
ど
に
関
す
る
事

務
を
管
理
・
執
行
し
て
い
ま
す
。

河
村
敏
弘
さ
ん
教
育
委
員
に
再
任

教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
た

河
村
敏
弘
さ
ん

優
良
交
通
団
体
の
受
賞
を
喜
ぶ

安
藤
会
長（
左
）と
桂
川
事
務
局
長（
右
）

１歳のお誕生日おめでとう☆

八重樫　菜
なな

楓
か

ちゃん

11月14日生まれ／長女／伊保内上
（父）秀昭さん（母）恵美子さん

「元気に育ってね！」
お父さん・お母さんより

岩渕　啓
ひらく

くん

11月22日生まれ／次男／南田
（父）信毅さん（母）綾子さん

「たくさん食べて元気に育ってね」
お父さん・お母さんより
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秋
澄
む
や
曾ひ

孫
誕
生
十
人
目

茸
狩
り
は
父
あ
る
頃
の
遠
き
野
辺

青
み
か
ん
少
女
は
二
児
の
母
と
な
り

ひ
も
じ
さ
を
知
る
人
ば
か
り
敬
老
会

在
ま
つ
り
父
似
母
似
の
若
い
衆

田
村　

畦
畔

岩
木
山
稜

り
ょ
う

線
く
っ
き
り
秋
の
澄
む

山
変
わ
る
勘
に
頼
っ
て
茸

き
の
こ

と
る

老
体
を
鼓
舞
す
る
如ご

と

く
群
と
ん
ぼ

夕
食
を
止
め
て
名
月
眺
め
た
り

色
と
香
の
り
ん
ご
畑
を
バ
ス
抜
け
る

渡　
　

赤
藤

秋
気
澄
む
下
校
児
の
声
朗
ら
か
に

名
人
の
自
慢
話
や
茸
狩
り

介
護
と
は
我
に
問
ふ
日
々
夜
な
べ
か
な

長
き
夜
や
あ
れ
も
こ
れ
も
と
嫁
の
性さ

が

菅
野　

岑
子

鬼
百
合
の
一
茎
高
し
木も

く

食じ
き

碑

甘
酒
の
徳
利
を
下
げ
て
見
舞
客

半
夏
生
人
目
を
ひ
く
や
路
地
の
奥

風
鈴
の
千
の
音
色
の
駅
舎
か
な

冬
部　

雪
女

秋
澄
む
や
絆
ふ
か
ま
る
ホ
句
の
会

茸た
け

狩
り
の
話
弾
み
て
酌
み
か
わ
す

人
の
世
は
輝
る
日
曇
る
日
青
蜜
柑

美
味
し
い
と
思
う
幸
せ
今
年
米

山
里
に
嫁か

し
て
悔
な
き
茗み

ょ
う
が荷

汁

高
島
ふ
み
女

秋
の
空
姑は

は

の
体
調
気
に
し
つ
つ

舘
村　

青
村

爽
快
に
晴
れ
し
楽
土
や
秋
澄
め
り

入
会
の
山
を
め
ぐ
り
て
茸
狩

俳
句
道
い
ま
だ
未
熟
や
青
み
か
ん

独
り
酌
む
小こ

な
か
ら半

酒
や
月
今
宵

哀
歓
を
共
に
老
い
た
り
露
の
宿

【
九
月
席
題
詠
よ
り
】

秋
場
所
や
意
地
と
意
地
と
の
決
定
戦　

（
ふ
み
女
）

軒
連
ね
南
瓜
並
べ
て
在
ま
つ
り

街
道
を
南
瓜
で
飾
る
里
祭
り　
　
　
　

（
畦　

畔
）

年
老
い
て
益
々
意
地
張
る
夜
長
か
な

茨
の
実
意
地
張
り
と
お
す
反
抗
期　
　

（
雪　

女
）

休
耕
田
ご
ろ
ご
ろ
転
が
り
ど
て
南
瓜

菊
月
や
一
会
大
事
に
句
に
集
う　
　
　

（
青　

村
）

食
意
地
を
張
っ
て
二
杯
も
茸
飯

む
ら
の
文
芸

第
３
５
４
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

小お

田だ 

清せ

い

次じ

郎ろ

う

さ
ん

昭
和
10
年
６
月
23
日
生
・
82
歳
（
鹿
島
）

　

29
歳
の
時
に
結
婚
し
子
供
３
人
に

恵
ま
れ
、
畜
産
業
や
林
業
な
ど
を
生
業

と
し
て
き
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
稼
ぐ
こ
と
が
多
く
、
小

学
５
年
か
ら
林
業
で
働
い
て
き
た
よ
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　

自
分
が
決

め
た
こ
と
を
や
り
通
す
こ
と
だ
ね
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　

夏
は
花
ワ
サ
ビ
を
生
産
し
、
冬
は
１
〜

３
時
間
歩
い
て
い
る
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　

九
死
に
一

生
を
得
た
こ
と
が
数
回
あ
っ
た
が
、
長

生
き
で
き
て
い
る
こ
と
が
幸
せ
だ
ね
。

下
し

も

川
か

わ

原ら 

友
と

も

也や

さ
ん

32
歳
・
長
興
寺
上

　

20
歳
か
ら
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
で
働
き
始
め
、

現
在
は
九
戸
地
区
担
当
課
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
車
の
整
備
が
好
き
で
、
今
ま

で
車
を
10
台
ぐ
ら
い
乗
り
換
え
て
い
ま
す
。

◆
休
み
の
日
は
？　
妻
と
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛

け
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
サ
ー
キ
ッ
ト
場
で

車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
で
車
中
泊
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
家
付
き
の
ガ
レ
ー
ジ
を

持
つ
の
が
夢
で
す
ね
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

が
、
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰
の
優
良

交
通
団
体
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
安
藤
サ
チ
子
会
長
と
事

務
局
長
の
桂
川
祥
子
さ
ん
が
出

席
し
、
表
彰
状
と
盾
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。



12

　
汗
流
し
育
む
交
流 　

９
月
24
日
、
ふ
る
さ

と
創
造
館
で
ふ
る
さ
と

創
造
館
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
う
ら
ら
か

な
日
差
し
の
中
、
村
内

外
か
ら
行
楽
客
が
集
ま

り
、
踊
り
や
秋
の
味
覚

を
堪
能
し
ま
し
た
。
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
村

文
化
協
会
が
歌
や
踊
り

を
披
露
。
肉
声
に
合
わ

せ
た
餅
つ
き
や
、
ゲ
ス

ト
の
漆
原
栄
美
子
さ
ん

に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
が
観
衆
の
目
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
鮎
の
塩
焼
き
や
焼

き
鳥
、
串
餅
な
ど
が
販
売
。
野

田
村
か
ら
も
駆
け
付
け
、
ホ
タ

テ
の
炭
火
焼
き
が
販
売
さ
れ
、

来
場
者
は
秋
の
美
味
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
郷
土
芸
能
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

友
達
に
誘
わ
れ
て
来
た
と
い

う
木
戸
場
タ
キ
さ
ん
（
86
＝
平

内
）
は
、「
元
気
な
神
楽
演
舞
を

見
れ
て
良
か
っ
た
。
秋
の
味
覚

も
楽
し
め
、
ふ
る
さ
と
の
湯
っ

こ
に
入
っ
て
帰
る
よ
」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

踊りと美味を満喫

躍
動
す
る
演
舞
を
披
露
す
る

九
戸
神
楽
保
存
会

　

村
駅
伝
大
会
は

９
月
24
日
、
国
道

３
４
０
号
線
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
村
内

６
地
区
か
ら
選
抜
さ

れ
た
６
チ
ー
ム
と
中

学
生
や
高
校
生
、
一

般
な
ど
を
含
む
計
10

チ
ー
ム
が
出
場
し
、

頂
点
を
争
い
ま
し

た
。

　

午
前
９
時
に
丸
木

橋
サ
ー
ク
ル
セ
ン

タ
ー
入
口
を
ス
タ
ー

ト
し
た
選
手
た
ち

は
、
20
・
９
㌖
先
に

あ
る
旧
宇
堂
口
小
学
校
入
口
ま

で
の
６
〜
７
区
間
を
、
タ
ス
キ

で
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た
。
選
手
た
ち
は
地
区
の
名

誉
に
懸
け
て
気
合
い
十
分
で
競

技
に
臨
み
、
沿
道
か
ら
飛
び
交

う
住
民
の
熱
い
声
援
の
中
を
、

全
力
で
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

輝
く
朝
日
を
浴
び
な
が
ら

勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
を
切
る
選
手
た
ち

　

競
技
の
結
果
、
上
位
成
績

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
村
民
体
育
大
会

①
伊
保
内
２
区
②
伊
保
内
１

区
③
戸
田
１
区

■
一
般
の
部

①
山
戸
走
友
会

■
オ
ー
プ
ン
の
部

①
長
興
児
Ｊ
ｒ
②
戸
田
走
遊

会■
中
学
校
・
高
校
男
子
の
部

①
健
康
カ
ム

■
大
会
新
記
録
（
部
門
ご
と
）

▽
１
区
Ｂ
（
２・６
㌖
）
山
本

健
司
（
山
戸
走
友
会
）
９
分

７
秒

最後の力を振り絞る選手

威信を懸けタスキをつなぐ

²

　

村
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
10
月
８
日
、
村
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
村
内
に
住

む
お
母
さ
ん
た
ち
が
２
部
門
に

分
か
れ
て
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　
33
歳
未
満
の
部
に
５
チ
ー
ム
、

33
歳
以
上
の
部
に
４
チ
ー
ム
が

出
場
。
１
チ
ー
ム
９
人
が
声
を

掛
け
合
い
、
汗
を
流
し
な
が
ら

交
流
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
頃
、
家
事
や
育
児
、
仕
事

と
忙
し
い
お
母
さ
ん
た
ち
は
、

時
間
の
合
間
を
縫
っ
て
練
習
し

た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
ボ
ー
ル
を

追
い
掛
け
て
い
ま
し
た
。
競
技

の
結
果
、
上
位
成
績
は
次
の
通

り
で
す
。

■
33
歳
未
満
の
部

①
江
刺
家
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ

②
戸
田
レ
モ
ン
ズ

③
伊
保
内
２
区

■
33
歳
以
上
の
部

①
伊
保
内
１
区

②
山
根

③
江
刺
家
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

　ポックリ消えるが勝ちだ
けど、こんな老後も悪くな
い。めし友を持たない老後
は寂しい。妻よりも家族よ
りも重要な男のヘソクリ。
老後はお金の欲を封印せ
よ。
　痛快に老いを楽しむ17の
ヒント！

老後ぐらい好きにさせてよ
野末　陳平　著／青春出版社

人間力を高める読書法
武田　鉄矢　著／プレジデント社

リーチ先生
原田　マハ　著／集英社

　この本も今は木の実や動物
の骨と思えても、皆さんの人
生の岐路で役立ってくれた
ら、ありがたいな。そして一
人でも「この本は私のために
書かれた本だ」と感じてくれ
る人がいたら、私、武田鉄矢
は最高に幸せです。（本文よ
り）

　日本の美を愛し続けた英国
人陶芸家バーナード・リーチ。
　数々の作品を創り出してき
た世にもまれな手。この手に
どれほどあこがれ、励まされ
てきたことだろう。
　明治、大正、昭和にわたり
東洋と西洋の架け橋となった
生涯を描く。

　目に見えているもの
はすべてではない。良
い言葉は、良い波動を
生み出す。あなたはこ
の世界でかけがえのな
い存在。
　今こそ伝えたい著者
全力のメッセージ集。

無意味な人生など、ひとつもない
五木　寛之　著／ＰＨＰ研究所

発
表
し
た
合
唱
は
、
11
月
４
日

の
午
後
６
時
か
ら
、
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ

ジ
オ
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

９
月
18
日
に
矢
巾

町
の
田
園
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
、
第
50
回

Ｉ
Ｂ
Ｃ
子
ど
も
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
、
九

戸
中
学
校
３
年
生
49

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
は

休
日
で
休
み
の
日
の

参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
伸
び
伸
び
と
歌

声
を
響
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
東
北

大
会
出
場
を
逃
し
ま
し
た
が
、

優
良
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
経

験
を
生
か
し
、
今
後
は
さ
ら
に

IBC音楽コンで優秀賞

良
い
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

　

４
月
か
ら
伊
保
内
高
等
学
校

で
勤
務
し
て
い
る
村
上
弥わ
た
る

で
す
。

教
科
は
社
会
科
、
部
活
動
は
野

球
部
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
前

任
校
は
、
海
が
間
近
に
広
が
る

講
師　

村
上　

弥　

絶
景
の
折
爪
岳
に
感
動

種
市
高
校
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
度
は
山
に
囲
ま
れ
、
自
然
が

豊
か
な
本
校
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
で
１
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
10
月
２
日

に
行
わ
れ
た
折
爪
岳
へ
の
遠
足

で
す
。
生
徒
が
一
生
懸
命
に
登

山
す
る
姿
や
、
楽
し
そ
う
に
友

達
と
料
理
を
作
っ
て
い
る
姿
、

そ
し
て
展
望
台
か
ら
見
た
景
色

は
、
翌
日
の
筋
肉
痛
を
吹
き
飛

ば
す
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
も
の

で
、
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
季
節
ご
と
に

い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
見
せ
る
、

九
戸
村
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

折爪岳から臨む九戸村（10月２日遠足）

Ｉ
Ｂ
Ｃ
子
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
に
輝
い
た
九
戸
中
３
年
生

※平成29年度「敬老の日」お薦め図書より



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

14

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

高
齢
に
な
る
と
、
口
や
の
ど
の
働
き

が
弱
く
な
り
、
む
せ
や
す
く
な
っ
た
り

肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

の
ど
の
奥
で
は
、
食
べ
物
が
通
る
た

め
の
道
（
食
道
）
と
息
が
通
る
た
め
の

道
（
気
道
）
が
交
差
し
て
い
ま
す
。
ご
っ

く
ん
と
飲
み
込
む
機
能
が
弱
く
な
る
と
、

食
べ
物
や
唾
液
が
誤
っ
て
気
道
に
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
誤ご

嚥え
ん

と
言
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
口
の
中
に
い
る
細
菌
が

肺
に
入
り
込
み
、
肺
炎
を
起
こ
し
て
し

ま
う
の
で
す
（
誤
嚥
性
肺
炎
）。

　

口
や
の
ど
の
機
能
の
維
持
向
上
の
た

め
に
、「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
が
有
効
で
す
。

▽
パ
…
唇
を
強
く
閉
じ
、
破
裂
さ
せ
る

よ
う
に
開
い
て
発
音
。

　

唇
の
閉
じ
る
力
を
付
け
、
食
べ
物
を

口
の
中
に
取
り
込
ん
だ
り
こ
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
閉
じ
る
力
を
維
持
す
る
。

▽
タ
…
舌
先
を
上
の
前
歯
の
裏
に
付
け
、

そ
れ
を
離
す
よ
う
に
発
音
。

　

舌
先
の
動
き
を
鍛
え
、
食
べ
物
を
口

の
奥
に
運
ぶ
力
を
維
持
す
る
。

▽
カ
…
の
ど
に
力
を
入
れ
、
舌
を
の
ど

の
方
に
引
い
て
発
音
。

パ
タ
カ
ラ
体
操
で
健
口
長
寿　

　
　
　
　
（
保
健
師　
河
村　
侑
乃 

）

　

の
ど
ま
で
運
ば
れ
た
食
べ
物
を
き
ち

ん
と
食
べ
物
の
通
り
道
に
運
ぶ
た
め
の

力
を
維
持
す
る
。

▽
ラ
…
舌
を
上
あ
ご
に
付
け
、
勢
い
よ

く
離
す
よ
う
に
発
音
。

　

ご
っ
く
ん
と
飲
み
込
む
と
き
に
使
う

の
ど
の
力
を
維
持
す
る
。

　
「
パ
パ
パ
・
タ

タ
タ
・
カ
カ
カ
・

ラ
ラ
ラ
」
を
１
回
、

「
パ
タ
カ
ラ
」
を

３
回
発
声
練
習
す
る
と
、
む
せ
や
誤
嚥

が
予
防
で
き
ま
す
。
特
に
食
事
前
が
効

果
的
で
す
。

　

何
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
喜
び

を
感
じ
た
り
、
は
っ
き
り
し
た
発
音
で

会
話
を
楽
し
め
る
と
、生
き
生
き
と
若
々

し
く
い
ら
れ
ま
す
。「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」

で
、
健
口
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

※
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
対
象
者
の
皆
さ
ん
は
接
種
し
ま
し

た
か
。
病
院
に
よ
っ
て
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
時
に
接
種
で
き
ま

す
。
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が
現
れ
は
じ
め
た
、

ま
た
は
高
く
な
っ
て
き
た
と
判
断
さ
れ

た
人
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
も
ら

う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
な
ど

の
専
門
家
か
ら
支
援

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
特
定
保
健
指
導
の
受
け
方

①
特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
届
く

　

対
象
に
な
っ
た
人
へ
通
知
を
送
り
ま

す
。
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

⇩

②
予
約
す
る

　

電
話
な
ど
で
特
定
保
健
指
導
を
申
し

込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　

⇩

③
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
と
の
面
接
で
、

生
活
習
慣
の
改
善
計
画
と
目
標
を
立
て

ま
す
。

　
　
　
　
　

⇩

④
成
果
の
評
価
を
す
る

　

６
カ
月
後
に
、
健
康
状
態
や
生
活
習

慣
を
確
認
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
（
国
保
担
当　
小
野
寺　
さ
ゆ
り 

）

■
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

健
康
に
は
自

信
が
あ
り
ま
す
。

受
け
な
く
て
も
大

丈
夫
で
し
ょ
う

か
。

Ａ　

今
は
元
気
で

も
、
体
は
毎
日
少

し
ず
つ
変
化
し
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
に
気
付
け
れ
ば
、
少
し
の

努
力
で
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
早
め

の
対
処
が
肝
心
で
す
。

Ｑ　

忙
し
く
て
受
け
る
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。

Ａ　
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、も
っ

と
時
間
と
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
早
く

異
常
に
気
付
い
た
り
、
悪
い
生
活
習
慣

を
改
善
し
た
り
す
る
方
が
お
得
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
が
で
き
れ
ば
、

あ
な
た
の
健
康
を
守
り
、
医
療
費
や
通

院
に
か
か
る
時
間
を
節
約
で
き
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
で
よ
い
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
て
、
毎
日
の
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
全

国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
11
分

団
管
轄
（
荒
谷
地
区
）
の
一
般
家

庭
の
防
火
指
導
を
行
い
ま
す
の
で

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
夕
の
気
温
が
ぐ
っ
と

下
が
り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器

具
を
使
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き

村内の火災・救急（９月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 －１件
救 急 27 件 219 件 － 20 件

火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
犯
罪
被
害
者
週
間

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、
自
分
の
年
金
記
録

を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
近
く
の
年
金
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
一
人
一
人

が
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
を
考

え
て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、
11
月
30

日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
自
分
の

年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認

し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

村内の交通事故（９月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 ＋ 3 件
物損事故 4 件 39 件 － 3 件
負 傷 者 0 人 3 人 ＋ 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1087日
（9月30日現在）

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

犯
罪
被
害
者
は
、
犯
罪
行
為
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、

⃝

事
件
に
遭
い
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
、
心
身
の
不
調

⃝

休
職
・
失
職
や
不
本
意
な
転
居
、
医

療
費
の
支
払
い
に
よ
る
経
済
的
な
負
担

⃝

周
囲
の
人
か
ら
の
誤
解
や
興
味
本
位

な
関
わ
り
、
中
傷
な
ど
に
よ
る
傷
つ
き

⃝

加
害
者
か
ら
再
び
危
害
を
加
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
や
恐
怖

な
ど
、
被
害
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
、
苦
し
め
ら
れ
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
少
し
で
も
早
く
回

復
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
被
害
者
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

■
犯
罪
被
害
相
談
窓
口

　

県
警
察
本
部
で
は
、
犯
罪
被
害
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
犯
罪
被
害
相
談
一
般

☎
０
１
９-
６
５
３-

０
１
１
０

▽
性
犯
罪
被
害
相
談

☎
０
１
２
０-
７
９
７
８
７
４

▽
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
９-

６
５
１-

７
８
６
７

■
い
わ
て
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談
・
面
接
相
談
・
直
接
的
支
援
・

メ
ー
ル
相
談
・
自
助
グ
ル
ー
プ
支
援

▽
事
件
や
交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
専

用
電
話

☎
０
１
９-

６
２
１-

３
７
５
１

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

▽
性
暴
力
等
被
害
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
９-

６
０
１-

３
０
２
６

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

ま
す
。
も
う
一
度
、
暖
房
器

具
の
点
検
や
清
掃
を
行
い
、

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語

い
い

み
ら
い
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 11月６日㊊ 11月７日㊋ 11月13日㊊
空 き 缶 11月20日㊊ 11月21日㊋ 11月27日㊊
粗 大 ご み 11月14日㊋
紙・プラ類 11月９日㊍ 11月15日㊌ 11月28日㊋

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

11 ５ 齋藤産婦人科医院 23-2505 11 ５ 森川歯科医院 23-6361

12 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 12 関歯科医院 38-2937

19 二戸クリニック 25-5770 19 菅原歯科医院 27-3301

23 すがわら消化器内科 23-2879 23 國香歯科医院 23-2764

26 金田一診療所 27-2205 26 国香歯科医院 23-2223

11 月   身障者補装具
巡回相談開催

■日時　11月24日（金）（予約制）
　午前11時～午後２時
■会場　二戸市総合福祉センター
■内容　義肢・装具等補装具
※専門の医師が相談に応じます。
■申込期限　11月15日（水）
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課地域福祉班（☎42-2111内線203）

  11月11日～17日
税を考える週間

　小・中学生から募集した「税に
関する習字」および「税に関する
絵はがき」の作品展を開催します。
■日時・会場
▷11月11日（土） ～17日（金）
正午
【ショッピングセンター・ニコア】
▷11月20日（月）正午 ～26日（日）
【ＪＲ二戸駅２階通路】
▷12月１日（金） ～ 14日（木）
正午【村役場】
■問い合わせ
　二戸税務署（☎23-2701）

  年末調整事務
二戸で説明会

　平成29年分の年末調整関係事務
の説明会を開催します。
■日時　11月16日（木）
①午前10時30分～正午
②午後２時～午後３時30分
■会場　二戸市民文化会館
■持ち物　年末調整関係書類
■問い合わせ　
　二戸税務署（☎23-2167）

戸田若者住宅
入居者を募集

■募集住宅
○戸田若者定住促進住宅……１棟
■住宅の概要　木造平屋２ＬＤＫ
■入居予定日　12月上旬
■家賃
入居世帯員の構成に応じて決定し
ます（入居後も変動あり）。
■入居資格
①現に同居し、または同居しよう
とする配偶者があり、40歳以下の
者で構成する世帯
②将来にわたり村に居住する人
③国税・地方税など
滞納していないこと
④自ら居住する住宅
を必要とする人
⑤家賃・敷金を支払

う能力がある人
■募集期間
11月１日（水）～15日（水）
（土・日・祝日は除く）
午前８時30分～午後５時30分
※先着順ではありません。
■必要書類
①入居申込書（農林建設課にあり
ます）
②住民票（入居希望者全員分の本
籍、続柄が表示されたもの）
③平成29年度所得証明書（入居希
望者全員分）
④平成28年度納税証明書（同）
※入居の際には、敷金の納付（家
賃の３カ月分）や連帯保証人（村
内居住者１名）が必要になります。
■申し込み・問い合わせ
　農林建設課地域整備班（☎42-
2111内線283）
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土地改良区総代選挙

人のうごき
（平成29年10月1日現在）

●人　口　　５，９７３　人　  （±０）

　　男　　　 ２，８７７　人　  （＋２）

　　女　　　 ３，０９６　人  　（－２）

●世帯数　　２，１７３世帯　　（＋２）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　９　人  　（７４人）

　 転　 出　　　 　９　人  （１２１人）

　 出　 生　　 　　６　人  　（２１人）

　 死　 亡　　　 　６　人  　（７０人）
（カッコ内は１月からの累計）

お詫びと訂正
　広報くのへ10月号23㌻の人の
うごきの記事で、人口に誤りがあ
りました。正しい人口は5973人
でした。
　また24㌻の記事で、女子走り
高跳びで優勝者した岩渕愛海さん
の学年は、６学年の誤りでした。
お詫びして訂正します。

編集後記
◆広報６年目になっても成長の跡が
見られません。最近、「ピンボケしな
い写真は撮れないの？」などと、貴
重な意見をいただくことが多いです。
性能が良いカメラを使っても、使う
人の技術が上達しなければ豚に真珠
です。◆情報技術や人工知能の発展
は目覚ましいものがありますが、機械
や人工知能に負けないように、自分の
能力を向上させたいものです。（下村）

　

　11月19日（日）
　午前７時～午後６時
　任期満了による九戸村土地
改良区の総代総選挙を行いま
す。投票できる人は土地改良
区の組合員で、選
挙人名簿に登録さ
れている人です。

＝立候補届出の受付＝
▷日時
　11月12日（日）・13日（月）
　午前８時30分～午後５時
▷場所　役場３階第２会議室
▷選挙区と定数（選挙区域）
●第１区　10人（大字戸田・
　山根）
●第２区　15人（大字荒谷・
　伊保 内・小倉・長興寺・雪屋）
●第３区　５人（大字江刺家・
　山屋）
■問い合わせ　村選挙管理委員
会（☎42-2111内線182）・村土
地改良区（☎42-2111内線262）

投
票
日

  県の最低賃金
738 円に改正

　岩手県最低賃金が平成29年10
月１日から、時間額738円に改正
されました。
○岩手県内で働くパートタイマー・
アルバイトなどを含むすべての労
働者に適用されます。
○時間額が738円を下回っている
場合、発効日から時間額738円以
上となるように改定が必要です。
〇県最低賃金のほか、産業別最低
賃金が５つ設定されています。
■問い合わせ　岩手労働局労働基
準部賃金室（☎ 019-604-3008）

  公募型の
救命講習会

　公募型救命講習会（普通救命講
習Ｉ）を開催します。
■会場　二戸消防署大会議室
■開催日　11月 16日（木）、12
月14日（木）、平成30年１月25
日（木）、２月22日（木）、３月
15日（木）
■時間　午後６時～午後９時
■申込期限　開催日１週間前まで
■申し込み・問い合わせ　二戸消
防署救急救助係（☎26-8119）
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１本でも多くのピンを倒そうと声援も飛んだ、かぼちゃボーリング大会
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戸
田
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り
は
10
月
１

日
、
戸
田
小
学
校
校
庭
で
開
か
れ

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
育
て

た
飼
料
用
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
持
ち
寄

ら
れ
、
重
さ
や
飾
り
付
け
を
競
い

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
村
舞
踊
研
究
会
に

よ
る
踊
り
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
。
１
歳
児
に
よ

る
一
升
餅
背
負
い
歩
き
大

会
で
は
、
餅
を
担
が
さ
れ

て
す
ぐ
に
泣
き
出
す
子
や
、

何
食
わ
ぬ
顔
で
歩
く
子
な

ど
、
ほ
ほ
笑
ま
し
い
言
動

に
観
衆
か
ら
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
か
ぼ
ち
ゃ
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
に
は
多
く
の

来
場
者
が
出
場
。
園
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
数
参
加

し
、
思
う
よ
う
に
転
が
ら

な
い
か
ぼ
ち
ゃ
に
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

味
の
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
ひ
っ
つ

み
や
肉
汁
、
か
ぼ
ち
ゃ
ド
ー
ナ
ツ

な
ど
が
多
数
出
品
。
品
切
れ
に
な

る
店
が
続
出
す
る
ほ
ど
、
人
気
を

博
し
て
い
ま
し
た
。
尾
友
タ
ネ
さ

ん
（
85
＝
伊
保
内
下
）
は
「
踊
り

が
上
手
で
良
か
っ
た
。
ひ
っ
つ
み

な
ど
も
お
い
し
か
っ
た
し
、
来
年

も
来
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
前
後
１
週
間
に

は
、
国
道
３
４
０
号
線
の
約
１
㌔

に
わ
た
る
沿
道
に
、か
ぼ
ち
ゃ
ロ
ー

ド
が
出
現
。
地
域
の
人
た
ち
が
愛

情
を
込
め
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
装

地域愛あふれる
結いの精神

飾
さ
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
が

華
や
か
に
並
べ
ら
れ
、

行
き
交
う
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

結
い
の
精
神
を
継
承

し
て
い
こ
う
と
始
め
ら

れ
た
祭
り
も
今
年
で
28

回
目
。
地
元
を
愛
す
る

人
た
ち
が
集
ま
り
、
他

地
域
と
も
つ
な
が
り
を

深
め
、
地
域
愛
が
あ
ふ

れ
る
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。
各
部
門
で
上
位
に

入
賞
し
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）　

戸
田
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り

入  賞  者 記  録

重量
の部

①山本　経彦 171 ㌕
②日野沢武志 144 ㌕
③滝本　國雄 107 ㌕

景観賞
（団体）

①戸田上３班
②戸田下２班
③戸田上１・２班

景観賞
（個人）

①東井　京子
②月花　三男

【戸田かぼちゃ祭り上位入賞者】

171㌕もあるジャンボかぼちゃは僕の何倍かな一升餅の重さも苦にせず、笑顔で歩く１歳児 かぼちゃ重さ当てクイズに挑戦する幼児


